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研究成果の概要（和文）：本研究では、大学における国際教育交流スタッフの専門性と職能開発について、国内
外の事例を収集し、インタビューのデータをもとに実証的比較研究を行った。10年程度経験のある職員に対して
は、大学で業務を担当するに至った経緯、必要とされる専門性、キャリアの方向性、研修機会と自己研鑽、につ
いてきき、管理職の立場にある職員に対しては、部署にいる職員がもつ専門性、必要とする専門性、職員が利用
できる研鑽機会、専門性向上のための工夫、職員のキャリアパスとそのための支援の有無について、カテゴリー
ごとにコーディングを行い、傾向を確認した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we conducted empirical comparative research on the expertise 
and professional development of international education exchange staff at universities, collecting 
cases from both Japan and abroad and analyzing interview data. For staff with approximately 10 years
 of experience, we asked about their path to taking on university responsibilities, required 
expertise, career directions, training opportunities, and self-development. For staff in managerial 
positions, we coded by category and identified trends regarding the expertise held by staff in their
 departments, required expertise, available development opportunities, initiatives for enhancing 
expertise, and the presence or absence of career path support for staff.

研究分野：国際教育交流
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研究成果の学術的意義や社会的意義
世界の大学の国際競争は激化しており、日本の大学においても、大学の国際化の推進が至上命題となっている。
一部の分野では大学スタッフの専門職化が進んでいるが、国際教育交流分野においても導入が期待されている。
本研究では、日本の大学のなかで、国際教育交流が先進的な大学を調査対象とし、ある程度経験のあるスタッ
フ、また部署を管理する立場にあるスタッフに対し、部署の運営の工夫や課題、雇用形態のあり方について検討
し提案をおこなうことで、日本の大学の発展に貢献できると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
(1)  ここ 20 年ほどの間で、日本の大学に勤務する教職員が多様化してきている。日本社会の
構造の変化、社会からの大学へのニーズと役割の変化、また個人の働き方に対する意識の変化な
ども大きく関係している。現在では、学生支援、キャリア支援、教職員の学術支援、ICT、など
幅広い分野において専門界あるいは専門的知識をもった人材が大学において活躍している。 
 
(2) 労働者の非正規化は日本全体で起こっていることであり、厚生労働省（2020）の資料による
と、非正規の職員・従業員は 2009 年の 1727 万人から 2019 年の 2165 万人と明らかに増加して
いる。雇用側の賃金コストの節約や雇用される側の自由な働き方を求める傾向が増えたこと、サ
ービス産業の増加が挙げられるが、大学の国際教育交流部署の非正規職員の割合が高い背景に
は、大学の予算の削減や競争的資金をもとにしたプロジェクトの増加が挙げられる。しかしなが
ら、大学の国際教育交流部署には、高い専門性をもった人材が必要とされることが特徴的である
といえる。本科研費の前段階の 2018 年度-2021 年度の研究では、有期雇用職員を対象とし調査
を行い、彼らの抱える課題に対する改善点の提案をおこなったが、正規職員として雇用されたス
タッフがどのような専門性をもち、キャリアアップを行っているのか、また管理する立場にある
職員は職場の運営やスタッフのキャリアパスをどのように捉えているのかを明らかにすること
により、現場の各構成員の役割や大学への貢献度合いを体系的に捉えることができる。 
 
 
(3) 新型コロナウィルスは国際教育交流に多大な影響をもたらしている。物理的な留学交流が
閉ざされ、留学生の受入と国内学生の派遣が滞ったままの状態が続き、キャンパスに国際的な環
境を作るのに苦慮している大学は多い。状況を打開するために、教育面においては、オンライン、
対面、オンデマンドなどを融合させたブレンド型学習（Blended teaching）が通常になるなか、
危機を機会と捉え臨機応変に対応し、事務的な業務においては、常に最新のコロナウィルスの情
報や海外の大学の動向等を収集するなど、国際化を推進させることのできる能力も重要になっ
ている。そのようななか、スタッフに求められる専門性に変化が生じているのか、を探ることに
より、現代に求められるスタッフ像を明らかにする必要がある。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、第一に、キャリア開発論、人材育成論、コロナウィルスなど危機的状況における必
要な専門性など国内外の先行研究を収集し、理論の整理を行う。次に、with コロナ時代におけ
る国際教育交流部署に必要とされる人材と専門性について研究の枠組み、仮説を立てる。第二に、
これまで行ってきた非正規スタッフに対する調査データを元に分析を行いながら、必要に応じ
てデータの追加や量的調査を行い、非正規スタッフの持つ専門性について体系的に明らかにす
る。第三に、スタッフを募集する際の応募要領などの収集、分析を行い、どのような専門性を求
めているのか明らかにし、採用経験者に実際の採用状況や職場で期待する専門性などについて
ヒアリングを行う。第四に、海外の大学の国際教育交流部署の事例を収集する。 
 
 
３．研究の方法 
(1)日本の大学における国際教育交流関係の事務職員に求められている専門性や職歴について知
見を得るため、公募文書のデータ約半年分を収集する。そして、担当スタッフがもつ職務内容、
専門性などについて明らかにする。 
 
(2) 国内の大学で国際化や国際教育交流スタッフ、戦略的に国際教育交流を推進している大学
を抽出し、インタビュー調査を実施する。 
 
４．研究成果 
(1)国内の大学の調査 

日本の大学における国際教育交流関係の事務職員の公募文書のデータ約半年分を収集し、職務

内容、求められる専門性などについて分析を行なった。それをもとに、インタビューで聞く質問

内容の検討をおこなった。既に発行されている関係学術雑誌で紹介されている戦略的に国際教

育交流を推進している大学を抽出し、20 数校から、研究者で大学の規模や地域等を考慮しなが

ら、10 校程度に絞った。10 年程度国際教育交流部署で実務経験のある国際教育交流スタッフ、

および、管理職についている国際教育交流部署の事務職員に対し、インタビュー調査を実施した。



また、大学で雇用している学生スタッフも調査対象として広げ、8名の学生に EQPI（EQ理論

をもとに開発された検査）を実施し、その結果に基づいたインタビュー、また PAC分析を行い、

学生スタッフに必要な専門性や業務をおこなうことで得られた専門性、将来のキャリアとの関

係などについてきいた。大学職員として雇用されているスタッフと学生スタッフとして雇用さ

れている学生では必要とされる専門性に相違や共通点があるのかについて分析予定である。 

 

(2)海外の大学の調査 

2022 年度に英国ヨーク大学、イーストアングリア大学、2023 年度に米国テキサス大学、ベイラ

ー大学を訪問した際、それぞれの大学が雇用している学生スタッフに会い、スタッフになった経

緯、専門分野との関係、キャリアの活かし方、などについて聞き取りをおこなった。2024 年度

に豪州マッコリー大学を訪問した際、また学生支援ブースを設けている部署を訪問し、見学をお

こなった。 

 
(3)研究会の開催 

2025 年 3 月 7 日に東北大学川内キャンパスにおいて、「現代の国際系担当者に求められる専門性

とキャリアパス〜担当者の経験から学び、自身のキャリアパスを考える〜」（留学生教育学会分

科会との共催）を開催した。私立大学の事務職員、国立大学の教員を招き、国際教育交流に携わ

る立場から、必要とされる専門性やキャリア形成について講演をいただき、後半では参加者全体

で SWOT 分析手法を用いたワークショップを行なった。 

＜研究会報告＞ 

https://jaise.site/news/news20250505/ 

このワークショップをもとに、国際教育交流担当者向けの研修内容を構築予定である。 
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